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水
族
館
は
大
き
な
グ
ル
ー
プ
で
は
「
博

物
館
」
の
く
く
り
に
分
類
さ
れ
、
動
物
園
・

植
物
園
・
科
学
館
等
と
同
じ
「
自
然
科
学

系
博
物
館
」
と
い
う
グ
ル
ー
プ
と
し
て
扱

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
イ
メ
ー
ジ
や
位
置

づ
け
の
た
め
か
、
水
族
館
は
自
然
を
守
る
た
め
に
と
か
貴
重
な
生

き
物
を
研
究
す
る
場
所
、
水
族
を
学
ぶ
場
所
と
い
う
要
素
が
前
面

に
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
竹
島
水
族
館
も
こ
の
流
れ
に
従
っ
て

長
年
活
動
・
運
営
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
運
営
方
法
で
は
毎
日
水
族
館
の
館
内
で

目
に
す
る
お
客
さ
ん
の
「
反
応
」
は
良
い
と
は
い
え
ず
、
む
し
ろ

楽
し
み
の
少
な
い
水
族
館
と
な
り
入
館
者
数
は
毎
年
減
る
一
方
で

し
た
。
考
え
て
み
れ
ば
そ
れ
は
そ
の
は
ず
で
、
水
族
館
に
来
る
お

客
さ
ん
の
大
部
分
は
「
楽
し
み
に
来
て
い
る
」
か
ら
で
「
勉
強
し

に
来
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
」
の
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
こ
と
に
気
が
付
き
、
私
は
20
日
間
ほ
ど
水
族
館
の

中
で
お
客
さ
ん
と
話
を
し
た
り
水
槽
を
見
る
お
客
さ
ん
の
様
子
や

話
を
し
て
い
る
内
容
を
盗
み
聞
き
し
た
り
す
る
特
別
調
査
を
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
20
日
間
の
う
ち
「
勉
強
を
し
に
」
竹
島
水
族

館
を
訪
れ
た
お
客
さ
ん
は
１
名
の
み
で
、
そ
の
内
容
は
「
フ
グ
の

調
理
資
格
免
許
を
取
る
た
め
フ
グ
の
種
類
が
見
て
わ
か
る
よ
う
に

勉
強
に
来
た
」
と
い
う
方
だ
け
で
し
た
。
他
の
大
勢
の
お
客
さ
ん

は
水
族
館
で
楽
し
む
こ
と
を
目
的
に
来
て
い
た
の
で
す
。

　

こ
の
結
果
を
受
け
て
、
竹
島
水
族
館
は
「
学
習
す
る
場
所
」
か

ら
「
水
族
を
見
て
楽
し
む
場
所
」
へ
と
改
革
を
始
め
ま
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
周
り
の
自
然
は
無
く
な
る
一
方
で
す
し
、
生
き
物

の
知
識
が
薄
く
な
っ
て
い
る
世
の
中
で
あ
る
の
で
、
た
だ
楽
し
む

だ
け
の
場
所
で
は
な
く
、
何
か
を
感
じ
た
り
心
に
残
る
も
の
の
提

供
を
考
え
ま
し
た
。
そ
の
結
果
行
き
つ
い
た
の
は
学
習
施
設
で
は

な
く
「
文
化
施
設
」
で
す
。

　

水
族
を
見
る
こ
と
で
何
か
を
感
じ
た
り
、
思
っ
た
り
、
一
緒
に

来
た
人
と
い
ろ
い
ろ
な
話
を
し
た
り
、
あ
る
い
は
飼
育
員
と
交
流

し
た
り
、
と
い
っ
た
様
々
な
知
的
好
奇
心
を
く
す
ぐ
る
「
学
習
以

外
の
文
化
的
学
習
（
生
涯
学
習
）」
を
重
視
し
て
運
営
を
考
え
つ

く
に
至
り
、
ス
タ
ッ
フ
の
知
恵
を
絞
っ
た
試
行
錯
誤
に
よ
っ
て
入

館
者
は
非
常
に
多
く
な

り
楽
し
い
水
族
館
へ
と

変
身
し
ま
し
た
。

　

た
だ
単
に
学
習
す
る

場
所
で
は
学
習
し
た
い

人
だ
け
に
求
め
ら
れ
る

狭
い
門
の
施
設
と
な
り

ま
す
。
こ
れ
を
多
く
の

方
が
楽
し
め
て
学
び
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る
「
大

衆
文
化
施
設
」
に
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
施
設
が

よ
り
多
く
の
方
に
求
め

ら
れ
活
躍
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

大
衆
文
化
施
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蒲
郡
水
族
館

館

長

小

林

龍

二
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平成 27年度　文 協 表 彰 紹 介平成27年度　文 協 表 彰 紹 介平成27年度　文 協 表 彰 紹 介

　木
村
君
多
香

　【邦
楽
部
会
】

【
略
歴
】

花
柳
流
師
範
、
民
謡
木
村
流
師
範
。
昭

和
53
年
蒲
郡
民
謡
会
発
足
。

　小
田

　静
生

　【俳
句
部
会
】

【
略
歴
】

俳
誌
「
三
河
」
鈴
木
煙
浪
主
宰
下
に
入

会
。
文
協
40
周
年
の
お
り
に
は
実
行
委

員
長
を
務
め
る
。

　伊
藤

　伸

　【短
歌
部
会
】

【
略
歴
】

文
化
協
会
発
足
当
時
か
ら
の
会
員
。
ま

た
、
俊
成
短
歌
大
会
の
撰
者
を
務
め
る
。

　杉
浦

　才

　【工
芸
部
会
】

【
略
歴
】

昭
和
48
年
文
化
協
会
入
会

陶
芸
活
動
に
お
い
て
は
、県
美
術
展
入
選
。

　蒲
郡
ぞ
う
親
子
う
た
う
会
み
か
ん

　

【
洋
楽
部
会
】

【
略
歴
】

平
成
11
年
（
１
９
９
９
）
年
設
立
。

創
作
曲
「
と
ど
け
み
か
ん
の
う
た
」
が

日
本
の
う
た
ご
え
祭
典
に
選
ば
れ
る
。

《
文
化
賞
》

《
文
化
賞
》

《
功
労
賞
》

《
功
労
賞
》

総
会
記
念
公
演

《
功
労
賞
》

表彰式

　Ｊ
Ａ
レ
デ
ィ
ー
ス
大
正
琴 

土
曜
教
室

　土
曜
教
室
は
、
ソ
プ
ラ
ノ
・
ア
ル
ト
・

テ
ナ
ー
・
ベ
ー
ス
の
大
正
琴
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
で
す
。
今
回
は
、
９
名
に
よ
る
「
な
み

だ
恋
」「
ア
メ
リ
カ
橋
」「
君
は
心
の
妻
だ

か
ら
」
を
演
奏
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　４
月
25
日
の
総
会
に
お
い
て
次
の
４
名
の
方
と
１
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
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〈平成26年度〉　事業報告および収支決算報告
・春の文協まつり　4月29日㈫～ 5月25日㈰
・文協講座「華道」「詩吟」「大正琴」「ちぎり絵」の４講座
・市民文化祭　10月31日㈮～ 11月23日㈰・文化財めぐり11月19日㈬
・機関紙「蒲郡文化」を４回発行　1月15日、4月15日、7月15日、10月15日
・市民会館・市民病院のギャラリー・市役所玄関生け花展示
・文化事業　27年2月22日㈰倍賞千恵子「朗読と講演」
・県文連芸能大会（東三河部）　9月7日㈰豊川市で開催　舞踊部会出演
・県文連美術展　9月30日㈫～ 10月5日㈰愛知県美術館ギャラリーで開催
・愛知県民茶会　11月23日㈰みよし市で開催

正　会 　 員 1,000円 ×2,070名
18歳未満会員 300円 ×125名
特 別 会 員 5,000円 ×134口

2. 会　　　費 事務局費、旅費、印刷費、消耗品費、
通信連絡費、備品費、慶弔費、負担金

総会費、役員会費、その他会議費

機関紙発行費、催事費、文化事業費、
文化振興費、事業奨励費

周年事業、交流事業
職員退職金、文化事業

前年度繰越金

講座参加費、楠若葉投稿料
文化財めぐり、県美術展出品料
文化事業入場料

蒲郡市

市民文化祭、芸能大会

利息、楠若葉売上等

1. 繰 越 金

3. 事 業 収 入

4. 補 助 金

5. 負 担 金

6. 雑 収 入

収入合計

2,777,500

365,124

2,249,300

1,542,038

1,500,000

31,426 次年度へ繰越6. 残 　 高 346,877

8,465,388

2． 事 務 費

1． 会 議 費

4． 予 備 費

3． 事 業 費

5． 積 立 金

支出合計

2,582,720

118,771

0

5,077,020

340,000

8,465,388

【収 入 の 部】 【支 出 の 部】

項　　目 収入額（円） 説　　　明 項　　目 支出額（円） 説　　　明

〈平成27年度〉　事業計画および収支予算
・春の文協まつり　4月29日㈬～ 5月31日㈰
・文協講座「絵画」「水墨画」「俳句」「工芸」「書道」の５講座
・市民文化祭　10月31日㈯～ 11月23日㈪・文化財めぐり11月19日㈭
・機関紙「蒲郡文化」を４回発行　1月15日、4月15日、7月15日、10月15日
・市民会館・市民病院のギャラリー・市役所玄関生け花展示
・文化事業　28年2月28日㈰
・県文連芸能大会（東三河部）　7月5日㈰豊橋市で開催
・県文連美術展　9月29日㈫～ 10月4日㈰愛知県美術館ギャラリーで開催
・愛知県民茶会　10月18日㈰扶桑町で開催

正　会 　 員 1,000円 ×1,851名
18歳未満会員 300円 ×130名
特 別 会 員 5,000円 ×140口

2. 会　　　費 事務局費、旅費、印刷費、消耗品費、
通信連絡費、備品費、慶弔費、負担金

総会費、役員会費
その他会議費

機関紙発行費、催事費、県文連事業費、
文化事業費、文化交流費、
文化振興費、事業奨励費

周年事業、職員退職金
浦添市文化協会交流

前年度繰越金、
浦添市文化協会交流積立金

講座参加費、楠若葉投稿料
文化財めぐり、県美術展出品料
文化事業入場料

蒲郡市

市民文化祭

利息等

1. 繰 越 金

3. 事 業 収 入

4. 補 助 金

5. 負 担 金

6. 雑 収 入

収入合計

2,590,000

646,877

1,755,000

1,100,000

1,500,000

8,123

7,600,000

2． 事 務 費

1． 会 議 費

4． 予 備 費

3． 事 業 費

5． 積 立 金

支出合計

2,540,000

120,000

107,000

4,693,000

140,000

7,600,000

【収 入 の 部】 【支 出 の 部】

項　　目 収入額（円） 説　　　明 項　　目 支出額（円） 説　　　明



ふ
る
さ
と
文
化
財
（三）

　安
達
藤
九
郎
盛
長
の
五
輪
塔

　

五
井
町
の
長
泉
寺
に
三
河
国
初
代
の
守
護
で
あ
っ

た
安
達
藤
九
郎
盛
長
の
五
輪
塔
（
高
さ
一
三
〇
㌢
）

が
祀
ら
れ
て
い
る
。

　

安
達
藤
九
郎
は
、
鎌
倉
政
権
の
初
期
に
源
頼
朝
よ

り
三
河
国
の
守
護
に
任
命
さ
れ
た
重
臣
で
、
吾
妻
鏡

に
よ
る
と
、
そ
の
任
期
は
建
久
五
年
（
一
一
九
四
）

か
ら
正
治
元
年
（
一
一
九
九
）
の
頃
で
あ
る
。

　

神
仏
の
崇
拝
が
厚
く
、
頼
朝
の
指
示
に
よ
り
三
河

各
地
の
寺
社
の
復
興
・
造
営
に
努
め
、
特
に
江
戸
時

代
の
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
に
著
し
た
「
三
河
刪

補
松
巻
之
上
」
に
よ
る
と
「
三
河
七
御
堂
」
の
建
立

に
安
達
藤
九
郎
が
尽
く
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

金
蓮
寺
阿
弥
陀
堂	（
西
尾
市
吉
良
）

　
　

赤
岩
山
法
言
寺	

（
豊
橋
市
多
米
）

　
　

普
門
寺
観
音
堂	

（
豊
橋
市
雲
谷
）

　
　

財
賀
寺
観
音
堂	

（
豊
川
市
財
賀
）

　
　

鳳
来
寺	

（
新
城
市
門
谷
）

　
　

長
泉
寺	

（
蒲
郡
市
五
井
）

　
　

全
福
寺
（
廃
寺
）	（
蒲
郡
市
大
塚
）

　

五
輪
塔
は
、
平
安
後
期
か
ら
供
養
塔
と
し
て
建
て

ら
れ
、下
か
ら
方
形
（
地
）
円
形
（
水
）
三
角
形
（
火
）

半
月
形
（
風
）
団
形
（
空
）
と
な
っ
て
い
る
。

　

長
泉
寺
の
開
創
は
、
八
世
紀
中
頃
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
。「
正
治
二
年
（
一
二
〇
〇
）
に
安
達
藤
九
郎
盛

長
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
た
が
、
応
仁
の
乱
で
焼
失
し

た
が
五
井
松
平
二
代
の
長
勝
に
よ
っ
て
修
復
し
た
」

と
記
録
さ
れ
て
お
り
、
五
井
松
平
家
初
代
か
ら
五
代

ま
で
の
領
主
の
五
輪
塔
が
祀
ら
れ
て
い
る
。

　

五
井
の
八
幡
社
（
祭
神
・
誉
田
別
尊
（
ほ
ん
だ
わ

け
の
み
こ
と
）
は
長
泉
寺
の
隣
に
あ
る
。
安
達
藤
九

郎
が
建
久
三
年
（
一
一
九
〇
）
に
社
殿
を
再
興
し
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
八
幡
社
に
は
「
チ

ン
チ
ン
石
」
が
祀
ら
れ
て

お
り
、
こ
の
石
は
、「
金

運
授
与
の
神
妙
な
り
。
こ

の
石
の
神
晄
（
し
ん
こ
う
）

な
る
音
を
聴
き
た
る
者
は

百
金
を
得
る
」
と
伝
え
ら

れ
お
り
、
金
属
製
の
硬
い

音
を
聴
い
た
五
井
村
民
に

は
金
持
ち
が
多
い
と
言
わ

れ
て
い
る
。（
林　

正
夫
）

平成 27・28 年度の役員・運営委員さんです。よろしくお願いします。 （○印は新任）
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会　
　

長　
　

金
原　

久
雄

　

副
会
長　
　

中
村　
　

達
（
文
芸
・
教
養
部
門
）

　
　
　
　
　
　
　

小
林　

憲
三
（
美
術
部
門
）

　
　
　
　
　
　
　

平
田　

正
文
（
舞
踊
・
音
楽
部
門
）

　
　
　
　
　
　
　
【
部
会
長
】　　
　
【
運
営
委
員
】

　

短　
　

歌　
　

○
伊
藤　
　

伸　
　

加
藤
芙
美
代

　

俳　
　

句　
　
　

壁
谷　

禮
伺　
　

小
林　

貞
次

　

絵　
　

画　
　

○
清
水　
　

昇　
　

服
部　

正
昭

　

水
墨
画　
　
　

杉
村　

淑
之　
　

竹
内　

政
夫

　

書　
　

道　
　
　

壁
谷　

桔
華　
　

大
竹　

翠
葉

　

写　
　

真　
　

○
吉
見　

房
夫　
　

尾
﨑　
　

隆

　

皐　
　

月　
　
　

安
部　

正
和　
　

上
林　

倶
文

　

盆　
　

栽　
　
　

小
田　

吾
一　
　

宇
佐
美　

賢

　

水　
　

石　
　

○
平
岩　

尚
文　
　

近
藤　

昭
吾

　

工　
　

芸　
　
　

杉
浦　
　

才　
　

近
藤
佐
代
子

　

華　
　

道　
　

○
竹
内　

政
雲　
　

松
井　

晨
翠

　

菊　
　

花　
　
　

羽
田
喜
久
司　
　

河
井　

宏
幸

　

茶　
　

道　
　
　

鈴
木　

博
翠　
　

中
野　

宗
恵

　

吟
剣
詩
舞　
　

○
山
中　

昇
治　

○
田
中　

章
子

　

筝　
　

曲　
　
　

稲
石　

徳
子　
　

仲
田　

武
司

　

謡　
　

曲　
　
　

近
藤　

精
一　
　

杉
浦　

弘
保

　

邦　
　

楽　
　

○
佐
野　

哲
子　
　

永
島　

満
誇

　

舞　
　

踊　
　
　

西
川
佳
ふ
久　
　

三
喜　

藤
菊

　

洋　
　

楽　
　
　

西
浦　
　

稔　
　

近
藤　

恭
子

　

監　
　

事　
　
　

松
本　

守
雄　
　

木
村
君
多
香

　

編
集
委
員　
　
　

鈴
木　

伊
昭　
　

鈴
木
美
耶
子

　
　
　
　
　
　
　
　

牧
原　

克
子　

○
平
野　

京
子

　
　
　
　
　
　
　
　

池
田
と
く
子

　

ポ
ス
タ
ー
委
員　

横
田　

英
夫　
　

小
田　
　

勝

　
　
　
　
　
　
　
　

早
川　

栄
司　

○
杉
田　

翠
風

　
　
　
　
　
　
　

○
市
川　

勝
代
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　「生
け
花
の
心
」
　
　
　杉
浦

　英
鳳

　

昭
和
六
十
年
に
四
代
目
を
継
承
し
て

三
十
年
過
ぎ
ま
し
た
。

　

私
ど
も
天
生
流
の
創
流
は
、
昭
和
十
六

年
、
豊
橋
の
河
島
玉
芳
に
よ
り
ま
す
。
自

然
の
枝
の
姿
を
生
か
し
た
「
文
人
花
」
を

得
意
と
し
受
け
継
が
れ
て
お
り
ま
す
。

　

昭
和
四
十
年
、
二
代
目
を
継
承
し
た
中

神
瑞
鳳
よ
り
、
蒲
郡
を
拠
点
と
し
、
文
化

協
会
華
道
部
門
の
前
身
で
あ
る
西
宝
華
道

文
化
協
会
の
発
足
や
オ
ー
ル
愛
知
華
道
連

盟
の
創
設
に
も
関
わ
る
等
、
生
け
花
文
化

の
隆
生
に
心
を
尽
く
し
ま
し
た
。
文
人
花

を
発
展
さ
せ
た
大
作
（
幅
・
奥
行
四
メ
ー

ト
ル
、高
さ
三
メ
ー
ト
ル
）
を
得
意
と
し
、

天
生
流
の
新
た
な
顔
と
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
五
十
四
年
に
三
代
目
を
継
承
し
た

豊
橋
の
藤
原
玉
山
は
、
竹
を
好
み
、
色
付

け
を
し
て
朱
竹
も
生
け
ま
し
た
。

　

現
在
の
天
生
流
は
、
伝
統
的
な
和
風
の

作
品
を
大
切
に
し
つ
つ
も
時
代
の
流
れ
と

文
化
の
変
様
、
特
に
居
住
ス
タ
イ
ル
の
変

化
に
適
応
し
た
洋
風
、
和
洋
折
衷
の
作
品

も
多
く
生
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
初
代
の
「
文
人
花
」
を
生

か
し
て
、
一
枝
一
花
が
す
べ
て
自
然
の
中

で
本
来
あ
る
べ
き
姿
の
よ
う
に
生
け
る
。

　
「
花
が
悦
ん
で
い
る
よ
う
に
生
け
る
」

の
が
私
ど
も
の
生
け
花
で
す
。
一
輪
の
茶

花
か
ら
大
作
に
至
る
ま
で
、
個
性
を
見
極

め
適
材
適
所
に
生
か
し
て
い
く
。

　

生
け
花
は
、
花
の
命
を
い
た
だ
い
て
成

り
立
ち
ま
す
。
そ
の
命
が
輝
く
よ
う
な
作

品
を
生
け
る
こ
と
。
こ
の
精
神
は
、
こ
れ

か
ら
の
生
け
花
に
於
い
て
は
、
変
わ
ら
な

い
心
だ
と
思
い
ま
す
。

　

若
い
世
代
に
生
け
花
文
化
を
ど
の
よ
う

に
伝
え
て
い
く
か
。
文
化
の
伝
承
は
華
道

に
限
ら
ず
難
し
い
課
題
で
す
。私
ど
も
は
、

変
わ
ら
ぬ
心
で
本
物
の
作
品
を
生
け
、
多

く
の
方
の
心
の
目
に
訴
え
て
い
く
、
こ
れ

を
こ
れ
か
ら
も
誠
心
誠
意
続
け
て
い
き
た

い
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

文
化
の
継
承

二代目　中神瑞鳳　作品

平
成
二
十
七
年
度

　春
の
文
協
ま
つ
り

平
成
二
十
七
年
度

　春
の
文
協
ま
つ
り

第
三
十
回
蒲
郡
俊
成
短
歌
大
会

愛
知
県
知
事
賞　
　
　

山
本
令
子【
日
進
市
】

　

千
年
の
ま
へ
に
も
野
辺
に
し
た
や
う
な

　
　
　
　

掌
を
差
し
出
し
て
雨
を
確
か
む

蒲
郡
市
長
賞　
　
　
　

石
田
聖
菜【
日
進
市
】

　

日
だ
ま
り
は
コ
コ
ア
み
た
い
な
あ
た
た
か
さ

　
　
　
　

ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
思
い
出
す
冬

県
教
育
委
員
会
賞　
　

徳
永
逸
夫【
高
知
県
】

　

軒
下
に
手
拭
き
の
ご
と
く
烏
賊
干
し
て

　
　
　
　

昼
の
札
所
に
人
影
見
え
ず

中
日
新
聞
社
賞　
　
　

皆
川
幸
子【
青
森
県
】

　

転
出
者
増
え
ゆ
く
町
に
今
年
ま
た

　
　
　
　

わ
れ
を
止
む
る
白
鳥
の
声

中
部
日
本
歌
人
会
賞　

佐
藤
志
乃【
群
馬
県
】

　

茶
の
花
が
咲
い
た
と
母
の
便
り
来
る

　
　
　
　

麻
痺
の
手
で
書
く
文
字
の
乱
れ
て

市
教
育
委
員
会
賞　

横
山
美
保
子【
飛
騨
市
】

　

八
十
年
あ
っ
と
い
う
ま
間
と
母
の
言
う

　
　
　
　

あ
っ
と
い
う
間
の
つ
づ
き
を
生
き
る

市
文
化
協
会
賞　
　
　

中
島　

澈【
土
岐
市
】

　

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
届
き
て
そ
こ
に
唐
突
な

　
　
　
　

別
れ
が
あ
る
を
知
ら
さ
る
る
朝

市
内
選
者
賞　

鈴
木
美
耶
子

市
内
入
選　
　

田
中
孝
和　
　

石
田
文
子

　
　
　
　
　
　

本
多
礼
子　
　

鈴
木
憲
治

市
内
奨
励
賞　

中
村
文
子　
　

久
米
章
子

　
　
　
　
　
　

加
藤
芙
美
代　

夏
目
冨
美
子

　
　
　
　
　
　

太
田
文
子　
　

酒
井
か
よ

　
　
　
　
　
　

鈴
木
哲
朗

俳

句

大

会

蒲
郡
市
長
賞　
　
　
　
　
　
　

宮
瀬　

玉
泉

　
　

千
枚
を
竹
樋
で
つ
な
ぐ
田
植
水

蒲
郡
市
議
会
議
長
賞　
　
　
　

神
尾　

朴
水

　
　

ほ
と
と
ぎ
す
朝
の
棚
田
の
水
光
る

蒲
郡
市
教
育
委
員
会
賞　
　
　

平
野　

京
子

　
　

背
負
い
投
げ
決
ま
り
素
足
の
宙
を
ま
う

蒲
郡
市
文
化
協
会
長
賞　
　
　

牧
野　

一
古

　
　

夏
つ
ば
め
沖
の
潮
目
の
弧
を
ゑ
が
く

中
日
新
聞
社
賞　
　
　
　
　
　

安
藤　

幸
子

　
　

英
霊
へ
祈
り
の
深
し
昭
和
の
日

中
日
新
聞
社
賞　
　
　
　
　
　

小
田
八
千
代

　
　

針
ほ
ど
の
目
高
を
掬
う
腕
ま
く
り

蒲
郡
新
聞
社
賞　
　
　
　
　
　

内
田　

陽
子

　
　

奥
能
登
の
漁
火
ひ
と
つ
春
逝
け
り

蒲
郡
新
聞
社
賞　
　
　
　
　
　

柴
田　

雅
年

　
　

よ
う
来
た
と
筍
飯
の
て
ん
こ
盛
り

高
得
点　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
田　

陽
子

　
　

富
士
晴
れ
て
乾
き
き
つ
た
る
桜
え
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

立
川　

美
子

　
　

黒
光
る
千
木
の
紋
章
ほ
と
と
ぎ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
澤　

房
子

　
　

鍵
外
し
八
十
八
夜
の
農
具
小
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
中　

順
子

　
　

母
の
日
や
吾
よ
り
若
き
夢
の
母
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春の文協春の文協 まつりまつりまつりまつりまつりまつりまつりまつりまつりまつりまつりまつりまつりまつりまつりまつりまつりまつりまつりまつりまつりまつりまつりまつりまつりまつりまつりまつりまつりまつり

博物館ギャラリー会場博物館ギャラリー会場市 民 会 館 会 場市 民 会 館 会 場

ふ れ あ い 茶 会ふ れ あ い 茶 会 5月24日

絵 画 展
５月22日～24日
出品点数 61点

華 道 展 （東ホール）
5月16・17日
出品点数 76点

盆 栽 展
（大会議室）
5月16・17日
出品点数 23点

皐 月 展
（大会議室）
5月23・24日
出品点数 33点

水 石 展
（中会議室）
5月16・17日
出品点数 30点

宗徧流　会議室１
裏千家　会議室２
表千家　会議室３

書道・工芸展（東ホール）
5月22日～24日

出品点数　書道 130点　工芸 135点 水 墨 画 展
5月15日～17日
出品点数 68点

（中ホール）　5月17日

写 真 展
5月8日～10日
出品点数 60点

雅楽雅楽

民謡民謡

和太鼓和太鼓

三味線三味線

詩吟詩吟

吟剣詩舞・謡曲・邦楽・舞踊の各部会あわせて327
名の方々が出演。日頃のお稽古の成果を披露して
いただき、観客の方も多く、華やかなステージと
なりました。

合同展示になり、壁面のスペースが不足し作品の間隔が狭く、役員
さんたちが大変苦労して飾り付けをして頂いていますが、バラエテ
イーにとんだ展示となり多くの人たちに見に来ていただきとても好
評であった。　参観者数 746 名

今回は、茶室を使わず二階の三会場でそれぞれの流派
の方が趣向を凝らした席にして頂いた。多くの方に来
ていただき、着物を着た人たちも多く華やいだ会場と
なった。

まつりまつり

大正琴大正琴

舞踊舞踊

謡曲謡曲

芸 能 発 表 会芸 能 発 表 会
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吟剣詩舞・謡曲・邦楽・舞踊の各部会あわせて327
名の方々が出演。日頃のお稽古の成果を披露して
いただき、観客の方も多く、華やかなステージと
なりました。

合同展示になり、壁面のスペースが不足し作品の間隔が狭く、役員
さんたちが大変苦労して飾り付けをして頂いていますが、バラエテ
イーにとんだ展示となり多くの人たちに見に来ていただきとても好
評であった。　参観者数 746 名

今回は、茶室を使わず二階の三会場でそれぞれの流派
の方が趣向を凝らした席にして頂いた。多くの方に来
ていただき、着物を着た人たちも多く華やいだ会場と
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退
任
の
ご
挨
拶

前
副
会
長

　木
村
君
多
香

　

副
会
長
と
い
う
大
役
を
戴
い
て

六
年
、
皆
々
様
方
の
お
陰
に
て
無

事
任
期
を
終
了
す
る
事
が
出
来
、

心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

春
、
秋
の
ス
テ
ー
ジ
に
、
県
文

連
・
県
民
茶
会
・
浦
添
交
流
・
協

会
40
周
年
記
念
等
、
文
協
事
業
に

参
加
出
来
、
語
り
合
い
、
学
ば
せ

て
戴
い
た
感
動
の
思
い
出
は
、
私

の
財
産
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

御
指
導
下
さ
い
ま
し
た
皆
様
に

感
謝
申
し
上
げ
、
協
会
に
益
々
の

発
展
を
祈
念
し
、
御
礼
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。

  

新
任
の
ご
挨
拶

　文
芸
・
教
養
部
門

　副
会
長

　中
村

　
　達

　

高
齢
化
社
会
の
い
ま
、
魅
力

あ
る
文
化
協
会
に
す
る
た
め
「
創

造
力
」
と
「
想
像
力
」
の
必
要

性
を
提
案
し
ま
す
。

　

高
齢
の
経
験
と
知
恵
を
基
に
、

二
つ
の
力
を
発
揮
す
れ
ば
、
文

化
協
会
は
発
展
す
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

新
副
会
長
と
し
て
、
尽
力
致

し
ま
す
。

　美
術
部
門

　副
会
長

　小
林

　憲
三

　

こ
の
た
び
、
美
術
部
門
の
副

会
長
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
文
化
協
会
も
会
員
の
減

少
・
高
齢
化
と
問
題
を
か
か
え

て
お
り
ま
す
が
、
蒲
郡
の
文
化

向
上
の
た
め
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様

の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

歌・句集 「楠若葉34」 投稿募集
【投稿規定】　一人５首または５句
  　用紙は、文協事務局・各公民館にあります。

【投稿料】　500円（１冊配本）
【締　切】　７月31日㈮　　【申　込】文協事務局へ

文 化 財 め ぐ り 参 加 者 募 集
【行　先】　奈良（正暦寺・當麻寺）
【日　時】　11月19日㈭
【会　費】　8,000円（拝観料・弁当代含む）
【締　切】　10月15日㈭往復はがきにて申込み

図 書 館 の 催 し 物　（問合せ TEL69−3706）
アルミホイルが大変身！箔屋スフィカの世界展パート2 	７月11日㈯	～	26日㈰
英文多読講演会 	７月26日㈰	14時	～	15時30分
ひとり読み語りしばい	『父と暮らせば』 	８月	１日㈯	13時30分	～	15時
本のリサイクル 	８月	１日㈯	～	６日㈭
図書館まつり　〈子ども教室〉アルミホイルであそぼう♪ 	８月	２日㈰	13時30分	～	15時
　　　　　　　〈m i n i 展 示〉インディアンフルート紹介 	８月18日㈫	～	26日㈬
戦後70年記念展示　戦時下の暮らしと戦後復興のあゆみ 	８月	９日㈰	～	26日㈬
蒲郡の観光展 	８月29日㈯	～	９月９日㈬
交通安全ポスター展 	９月12日㈯	～	20日㈰
内藤勲の似顔絵ッセイ展　パート21 10月	１日㈭	～	18日㈰

博 物 館 の 催 し 物 　（問合せ TEL68−1881）
福山すすむ生誕100年記念展 	８月	６日㈭	～	 ９日㈰
第７回現代水墨画合同墨彩画展 	９月	４日㈮	～	 ６日㈰
木彫	「遊刻倶楽部」	作品展 	９月10日㈭	～	13日㈰
戦後70周年コーナー展示	「戦地からの手紙」 	７月18日㈯	～	８月30日㈰
企画展徳川家康没後400年記念企画展
　　「天桂院の文化財	−竹谷松平家の歴史−」 	８月	１日㈯	～	30日㈰

市 民 会 館 の 催 し 物 　（問合せ TEL67−5151）
“戦争はやっちゃあいかん”の思いを伝える「私の戦争体験」を読み・語る会 	８月15日㈯	13時30分～16時
邦楽コンサートひびvol.7 	８月30日㈰
第66回形象派夏季デッサン大学 	９月	６日㈰	～	 ９日㈬
第49回硯山書院一門展 	９月12日㈯・13日㈰
月例茶会　　鈴木　博翠（薫風流） 	９月	27日㈰
　　　　　　鈴木　宗艶（裏千家） 	10月４日㈰
その他の会場の催し物　　竹風会水墨画（豊川市桜ヶ丘ミュージアム） 	８月18日㈫～23日㈰


